
空き家問題解決の為の健康福祉特化型「産官学」連携体制作り事業
（大阪府宅地建物取引業協会 泉州支部）

課題と目的 ・包括的な相談に対応できる相談体制の整備が不十分であり、抑制においては、空き家相
談がより多角的に依頼される窓口の確立を目指す。また、活用案について、古典的な空き
家売買等の手法に留まらない他業種との連携や幅広い検討手法の確立を目指す。

取組内容 ①空き家発生抑制の為の体制構築と相談会開催 ②空き家利活用に向けた「産官学」連携
体制構築 ③空き家情報抽出の為の発信や解決事例取りまとめ ④空き家問題解決力の向
上の為の研修

成果 ①空き家相談会の実施 ②創業スクールの実施 ③大学との連携・課題解決のアイデア抽
出の為のプレゼンの実施 ④HPのリニューアル
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スキーム図と取組内容

・自治体、社会福祉協議会や民間スポーツクラブ等と連
携をした空き家や相続セミナーを通じた啓発活動並びに
空き家情報の抽出を行った。また、産官学連携の空き家
を活用した創業支援・利活用推進が検討できる組織体制
の構築として、大学等と連携したまち歩きの実施や、民
間シンクタンク等と連携した創業スクールの実施した。
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